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A Data―composing Technique for Visualization
Noboru TANAKA and Takayuki KoHIRUIMAKI
Abstract
The data―compOsing technique becomes increasingly more important in the future as a
technique tO visualize any kinds of data that the forna is a different numerOus species in the
identical space  ln this study,M/e attempt to synthesize pictures of the land area and the bottom





























































































セル数  ノッドデータ数  セルデータ数




























1      l     hex
2      1     hex
3      1     hex


















12.7     12.8      0
セルを作るためのノッドNo
130   129
131   130
132   131






















































セル数  ノッドデータ数  セルデータ数























1    1
2        1
3        1










































1653    6
1655    3
1656    4

































































4。 ま と め
AVSのデータ・コンポージングの機能を使っ
て,二つの異なるタイプのデータを用いて画像
の合成を試みた。座標系をうまく合わせること
ができれば,UCDファイル・フォーマットでの
複数のデータ・コンポージングは,多次元デー
タ情報を同時に可視化する手法として有効であ
ることが示された。しかし,一つのUCDファイ
ルのみでデータ・コンポージングを行う方法に
対しては,座標系のみならずメッシュも一致さ
せなければならず,問題が残された。
本研究は,平成4年度私立大学教育研究装置
施設整備費補助金によって購入された装置を使
用して行った。また,エネルギーエ学科4年の
伏見信彦君には図表の作成をはじめ終始手伝っ
てもらった。ここに,関係各位の皆様に感謝申
し上げます。
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